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ま
曝

の i

た
、
し
い
ド

轟
螢
響
鱗
き
ま
し
た
。
尾

花
市
長
が
初
登
鳩
し
た
ｑ

目
議
含
で
は
、
久
し
ご
ヴ

に
議
ガ
禦
薄
けで
に
わ
き
ま

υ
た
。
曖
■
誦
ミ
は
守
皓
首
相

ｏ
請
穀
ガ
《
墨
寧
て
急
時
並
行

て
稔
り
盛
り
上
が
プ
が
イ
マ
イ

せ
ん
Ｆ

日
本
書
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鸞
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新
人
採

醜
醜
ぽ
２
０
′
４
年
６
大
二
２
”
ス

①
４
月
に
受
峨
を
華
た
た
●
′
一溝
・中
村
ふ
こ
と
さ
ん
当
運
。

Ｑ
８
月
の
ホ
諸
棺
選

・た
な
２
一③
要
ほ
５
ｋ
詢
”
総
硬
利
軒
か

２ヽ
一一菊
ン
で
を
ｆ
“
に
は
詳
ａ

④
馨
・
り
ん
結
婚

③
撃
尋
ａ
楽
駐
憲
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自
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箸
稽
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庸
舎
）
【
げじ
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緒
増

⑤

「が

電

ぶ
史
亀

―
ス
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重
筆
／
θ
３
Ｑ
合
に
。

‐２
月
「
日
に
年
雪
ギ
作
成
。

作
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中
に
‐
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習
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林
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ま
が
り
角
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気奮`しヽた
手

ヽ
し
た

。
そ
家
で
ｔ
寄
庵

党

恭
墨
畿
自
篠
ら
人

（
「
彙
墨
含
か

ら
は
中
村
晋
墨
Ｑ
加
えヽ
６
人
）

全
員
ｒ
量
凄
覆
間^
ｔよ
Ｌ
だ
”

い
。
せ

レー
地
な
ぜ
舎
曼

響
ュ
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が
罵
席
汗
政
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発
軍
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鮨
む
よ
う
な

今
年
ｔ
よ
ろ
し
く
お
願
”
よ
〓
ソ

ん
が
ら
つ
周
年
艶
念
繁
０
厚
藤

の
准
綻
Ｄ

． ‐
フ
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‐
ｏ
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々
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旧
短
（
枝
が
ら
撃
ご

年
末
、
旧
知
め
友
か
ら
雪

議
が
あ
り
妾
し
た
。
３
年
は

で
ご
無
ク
恭
し
て
い
て
「
オ

ー
久
し
ぶ
り
挙
な
き
た
気
か

？
し
電
誌
ｏ
由
こ
う
で
懐
か

し
い
相
変
わ
ら
ず
ｏ
□
ぶ
り

に
峰
Ｃ
＜
怒
っ
て
き
ま
）
た
。

「
崚
し
い
が
？
碧
挙
擦
張
っ

マ
ょ
、
応
撞
し
て
３
で
ｔ
」

て
瀞
ま
し
て
く
Ｘ
ま
す
。
備

は
責
販
で
感
き
怒
伊
ら
数
年

麟
し
牢
在
り
の
博
士
号
取
得

に
チ
ャ
レ
シ
ン
し
て
よ
り
、

「
こ
φ
前
の
研
雰
発
議
で
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え
か
さ
ら
や
く
イ
ス
で
き
ち

よ
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今
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手
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鴻
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し
て
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思
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新
年
あ
け
ま
し
マ

奏
め
で
Ｖ
つ
ご
ぶ
い
ま
ｔ

非
年
は
、
準
暑
選
ゴ
層
亀
還
こ
ぶ
轟
耀
運

ダ
衆
鯰
釜
ヒ
ぞ

挙
か
続
き

何
か
じ
お
せ
議

に
な
り
ま
し
た
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補
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塾
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昌
本
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党
の
当
運

ヤ
果
院
讐
冬
①
躍
違
は
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治
９
筑
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賛
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じ
て
い
う
と
い
フヽ
こ
こ
て
は
，
４
■
０
い
，
ｔ
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で
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」ヽｏ
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書
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き
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ｏ
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和
布
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揮
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で
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明
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／
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区
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曇
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和
歌
山

一
Ｐ
Ｏ
梵
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躁
き
ｔ
は
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、
こ
の
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、
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本
部
で
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あ
れ
た
党
権

鋪
き
の
士
に位
群
大
奪
曇
喜
♂
ム

い
き
つ
ｔ
祖
聴

し
ま
し
た
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続

い
て
４
日
Ｑ
重
楊
選

、
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錢
瞥
薄
め
機
歌
山
市
区
０
候
軍
洒

が
卸
が
さ
夕
（
写
慕
）
、
各
緩

お
潜
ギ
番
星
得鴫
し
ま
し
た
。

私
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Ｆ
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命
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ち
づ
く
り
、
昇
懲
さ
ん
の
願
い

む
よ
ぅ
す
ぐ
市
疎
に
選
け
る
と

い
う
２
つ
の
が
争
に
取
り
組
ん

で
キ
）た
〓
と
。
②
尾
蔵
市
政
ｏ

考
白
蒔
色
神
予
算
ｔ
見
た
け
久

ば
わ
だ
ら
な
い
ず
、
市
長
選
鮨

の
２
自
の
た
副
轟
萄
て
、
絶
会
、

業
の
立
ち
位
置
が
静
が
ヽ
た
こ

と
。
③
心
是
に
ド
で
も
増
歳
の
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曇
押
増
んヽ
て
ｔ
ん
肇
応
喜
く

億
ら
た
い
一通
。
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ｔ
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コ
ム
日
本
共
産

戦
争
常
う
圃
プ
≪
ゾ
許
常
巌

守
進
・難
省
改
縫
は
今
月
下

旬
に
問
合
予
定
の
マ通
常
回
公

鸞

集
□
釣
自
繊
権
ｏ
行
罐

蓉
調
ｔ
縫
と
し
た
「
ぼ
議
求

史
」
に
墓
づき
「海
外
で
戦

争
す
も
量
」
な
あ
ざ
す
主
漱

鶴
置
ｔ
一気
に
推
じ
進
“
゛
⊃

ィ
ン
し
守ｔ
い
まヽ
す
る

自
衛
隊
客

い
つ
で
ｔ
速

や
か

に
莱
手
で
き

も
罐
久
義
蜘
定
の

倹
計
は
、
米
国
①
ギ
め
に
應
じ

て
色
鶴
詠
ｔ
畿
党
に
政
兵
す
５

狙
ヴ
で
ょ
り
、
日
本
ｏ
若
者
か

戦
現
で
血
女
）流
す
ん
摯
塩
醤
人

に
す

３
も
の
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し
て
梅
仏
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で
す
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今
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撮
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峰
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撼
箸

①
領
を
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ぅ
性
ま
メ
た

電
製

ｑ
根
ｔ
縁
き
も
の
て
し

よ
う
と
す
５
審
苺
疎
稚
め
た

く
ら

み
ｔ
許
さ
縁
”
、
国
眠

協

愚
①
た
た
か
い
な
大
き

く

な
け
ら
こ
と
か
重
畢
で
す
。

駐
本
書
鷹
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戦
争
す

る
風
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く
ソ
に
預
討
す
３
す

べ
て
い
な

々
と
手
言

つ
な
ぎ
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伊
ん
ば
ソ
ま
す
。
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島

み
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と
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醸
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鍼
い
て
日
も

地
Ｆ

さ
ん
ご
夫
蒙
′が
う
白
家

畢
∩
古

た
ば
林

の
写
百
本
入
り
の

「
や
ま

と
だ
っ導
信

し
か
通
き
ま

し
た

。

「
原
饗
襲
爺

は
風
お
し
て

し

ま
う
の
け
？
」
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島
（
燿
襲
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ミ
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ス
ト
転
プ
生

渥
の

そ

の
生
業

を

す
性

に
捨

て
も

が
進
〓
棒
い
ま
ま
に
者
地
で
環

ミ
暮
線
櫛
が
選
あ
らヽ
た
３
（）と

の
た
確
ハｔ
詐
ん
て
∵
一す
。

よ
ん
ぱ
柿
に
バ
あ
ろ
群
の
利

霜
藩
て
セ
３
ウ
ム
宅
験
去
し
た

「
ア
イ
ス
浦
ワ
イ
シ
」
の
心
槽

登
特

策
錢
姜
警
を
ヒ
っ
た
ヒ

の
一一て
。
濠
張
っ
て
ら
ナ
ー
．


